
取り扱い上の注意

• 本体の前にあるガラス面に強い衝
撃を与えないでください。割れる
ことがあります。

• 海辺や海上でのマリンパックの開
閉はできるだけ避けてください。
デジタルスチルカメラの取り付け
や“メモリースティック”交換な
どは、湿気の少ない、潮風のあた
らない場所で行ってください。

• マリンパックを水中に投げ込まな
いでください。

• 波が高い場所でのご使用は避けて
ください。

• 次のような環境でのご使用は避け
てください。

– 高温多湿な場所

– 40℃を越える温水の中
– 0℃以下の場所
結露、水漏れ、デジタルスチルカ
メラの故障の原因になります。

• 周囲温度が35℃を超えるときの
ご使用は、連続30分以内にして
ください。

• 高温多湿の場所や炎天下に長時間
放置しないでください。やむをえ
ず直射日光のあたる場所に置く場
合は、上からタオルなどをかけて
保護してください。

水漏れについて

万一マリンパック内部に水滴などが
確認された場合は、ただちにご使用
を中止してください。
デジタルスチルカメラが濡れた場合
は、至急お近くのソニーのサービス
窓口へお持ちください。

くもり止めリキッドについて

マリンパック前部のガラス面に付属
のくもり止めリキッドを塗布する
と、くもり防止に効果があります。

• くもり止めリキッドの使用方法
フロントのガラス面の内側に1～
2滴たらして、コットン、柔らか
い布、ティッシュペーパー等でク
リーナー液が均等に広がるように
拭いてください。

Ｏリングについて

本機はOリング（オーリング）を使
用して防水性を保っています。Oリ
ングの機能を充分に生かすため、次
の点にご注意ください。
Oリングの取り扱い方が不適切だと浸水
の原因になります。

マリンパック

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。
お使いになる前に、この取扱説明書をお読みください。
お読みになったあとは、後日お役に立つこともありますの
で、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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必ずお読みください
• 実際に水中で撮影する前に、水深1ｍくらいのとこ
ろで、デジタルカメラが正常に動作するか、またマ
リンパックに水漏れがないかを確認してから、潜水
を開始してください。

• 万一マリンパックの不具合により水漏れ事故を起こ
した場合、内部機材（デジタルカメラ、バッテリー
など）の損害、記録内容、および撮影に要した諸費
用などの補償はご容赦ください。

• マリンパックおよび内部機器に対するソニー水中機
材用損害保険をご用意しております。案内書をお読
みのうえ、ご加入をおすすめします。

主な特長

• 本機はソニーのデジタルスチルカメラDSC-P1専用のマリンパックで
す。

• お手持ちのデジタルスチルカメラに本機を取りつけると、雨天時や海辺
（水中では水深30m以内）また雪や雨などの悪天候時での撮影ができま
す。

主な仕様

材質

プラスチック（PC、ABS）、ステ
ンレス、ガラス

防水構造

Oリング、バックル

耐圧

水深30mまで

外部より操作可能なスイッチ

POWER（パワー）、MODE（モ
ード）、シャッター、ズーム、フ
ラッシュ、マクロ、コントロール

最大外形寸法

150×80×86 mm
（幅／高さ／奥行き）

質量

約300ｇ（本体のみ）

付属品

ネックストラップ（1）
グリス（1）
くもり止めリキッド（1）
取扱説明書（1）
保証書（1）
ソニーご相談窓口のご案内（1）
水中機材用損害保険のご案内（1）

別売アクセサリ

カラーフィルターキット：

VF-MP1K
アームキット：VCT-MP1K
水中ビデオライト：HVL-ML20
（アームキットVCT-MP1K、“イ
ンフォリチウム”（Lシリーズ）バ
ッテリ－、バッテリ－チャージャ
ーとの併用が必要です）

本機の仕様および外観は、改良のた
め予告なく変更することがあります
がご了承ください。

保証書と
アフターサービス

保証書

• この製品には保証書が添付されて
いますので、お買い上げの際お買
い上げ店でお受けとりください。

• 所定事項の記入および記載内容を
お確かめのうえ、大切に保管して
ください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1
年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう1度ご覧にな
ってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービス
へ
お買い上げ店、または添付の「ソニ
ーご相談窓口のご案内」にあるお近
くのソニーのサービス窓口にご相談
ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理さ
せていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証書は国内に限られています
付属している保証書は、国内仕様で
す。外国で万一、故障、不具合が生
じた場合の現地でのアフターサービ
スおよびその費用については、ご容
赦ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合
は、ご要望により有料修理させてい
ただきます。耐水圧試験および耐水
圧試験に関わる修理には日数がかか
ります。またご要望により耐水圧試
験をおこなう場合は有料となりま
す。当社ではマリンパックの補修用
性能部品（製品の機能を維持するた
めに必要な部品）を、製造打ち切り
後最低8年間保有しています。この
部品保有期間を修理可能の期間とさ
せていただきます。保有期間が経過
した後も、故障箇所によっては修理
可能の場合がありますので、お買い
上げ店か、ソニーのサービス窓口に
ご相談ください。

ご相談になるときは次のことをお知
らせください。
●型名：MPK-P1
●故障の状態：できるだけ詳しく
●お買い上げ日

お手入れのしかた

海でご使用した後は、必ず、バック
ルをはずす前に真水（水道水など）
で洗い、塩分や砂をおとしてから、
乾いた柔らかい布で水分をふき取っ
てください。30分程度、真水に浸し
ておくことをおすすめします。塩分
がついたままにしておくと、金属部
分が傷ついたり、さびたりして、水
漏れの原因になることがあります。
サンオイルなどが付着したときは、
ぬるま湯でよく洗い流してくださ
い。
マリンパック内部は、乾いた柔らか
い布でふき、水洗いはしないでくだ
さい。
上記のお手入れはマリンパックご使
用のたびに必ずおこなってくださ
い。
シンナー、ベンジン、アルコールな
どは表面の仕上げをいためますの
で、使わないでください。

保管するときは

• Oリングの劣化を防ぐため、お買
い上げ時に付いていたスペーサー
を取り付けてください。

• Oリングにホコリがつかないよう
にしてください。

• Oリングにグリスを薄く塗って溝
に入れ、風通しのよい涼しいとこ
ろに保管してください。バックル
は締めないでください。

• 高温、寒冷、多湿な場所や、ナフ
タリン、樟脳などを入れている場
所での保管は、機材をいためます
ので避けてください。

3-065-038-01(1)

「Sony online」は、インターネット上のソニーのエレク�
 トロニクスとエンターテインメントのホームページです。�

この説明書は再生紙を使用しています。�

Oリングのメンテナンス

Oリングの傷やひび割れは、マリン
パック内部への浸水の原因になりま
す。マリンパックを使用するとき
は、毎回必ず事前にOリングのチェ
ックをおこない、表面に傷がない
か、またゴミやほこり等の付着がな
いかをたしかめてください。

• Oリングは指ではずしてくださ
い。先のとがったものや金属など
は、マリンパックの溝にキズをつ
ける恐れがありますので、使用し
ないでください。

• Oリングを取り付けるとき、ねじ
れがないようにご注意ください。

• Oリングの表面には、いつも薄く
グリスがついているようにしてく
ださい。グリスはOリングを保護
し、磨耗を防ぎます。

• グリスは指で薄く均一に塗るか、
Oリングと少量のグリスをビニー
ル袋に入れ両手で丁寧にもみこむ
ようにしてください。紙や布は、
繊維が付着することがありますの
で使わないでください。
グリスはお近くのソニーのサービ
ス窓口でお求めいただけます（番
号2-115-921-01）。

マリンパックのボディを閉じる
ときは

Oリングが溝からはずれないことを
確認してください。Oリングをはさ
み込むと、Oリングに傷がつくだけ
でなく、マリンパック内部への浸水
の原因にもなります。

Oリングの耐用年数
マリンパックの使用頻度や保存の状
態によって変わりますが、一年程度
です。

Oリングは、お近くのソニーのサー
ビス窓口でお求めいただけます（番
号3-065-033-01）。

Oリングの保管
予備のOリング（別売り）は直射日
光の当たらない涼しい場所に保管し
てください。重いものを乗せたり、
折り曲げたりしないでください。

水漏れの確認方法
Oリング交換後は、デジタルカメラ
を収納する前にマリンパックを閉じ
て、水中（15cm位）に約3分間沈め
て水漏れがないことを確認してくだ
さい。

故障かな？と思っ
たら

修理にお出しになる前に、もう1度
点検してみましょう。
それでも正常に作動しないときは、
お買い上げ店、ソニーのサービス窓
口、またはお客様ご相談センターに
お問い合わせください。

□マリンパック内部に水滴がつく
tバックルをカチッとロックさ
れるまで締める。

tOリングを正しく装着する。
tOリングに傷やヒビが入って
いる場合には、新しいものと交
換する。

□撮影ができない
tバッテリーパックを充分に充
電する。

t“メモリースティック”の残量
がない場合、別の“メモリース
ティック”を入れる。または不
要なデータを消す。

t“メモリースティック”の誤消
去防止つまみを戻す。または
別の“メモリースティック”を
入れる。

マリンパックを使う（つづき）

ダイビングの前に
水中撮影をする前に、水深1m程度のところで正常に動作するか、また水漏
れがないか確認してから潜水を始めてください。
デジタルカメラは、ダイビングの前にあらかじめマリンパックに取り付
け、船上や海岸などでのマリンパックの開閉は、できるだけ避けてくださ
い。デジタルカメラを取り付けるときは、できるだけ湿気の少ないところ
で行ってください。
ご使用の前に、マリンパックの前後のボディの間に異物のはさみごみがな
いかを確認してください。
水中で撮影すると、被写体の色に青みがかって見えることがあります。こ
のような場合は、色の補正に別売りのカラーフィルターキットVF-MP1K
をお使いになることをおすすめします。

撮影に適した時間
太陽が真上にある午前10時から午後2時頃までが、撮影に最も適した時間
です。
太陽の光が届きにくい場所での撮影や夜間の撮影には、水中ビデオライト

HVL-ML20をお使いください。

スペーサー（ご使用になるときは
取りはずしてください）

コントロール
ボタン

各部のなまえ

シャッターボタン

ネックストラップ
取り付け部

モード
MODEスイッチ

パワー
POWER
スイッチ

バックル

三脚用穴

フロントガラス

 （フラッシュ）ボタン

 （マクロ）ボタン ズームボタン

ロックレバー

フィルターキット
取付部



デジタルスチルカメラの準備
デジタルスチルカメラDSC-P1の取扱説明書もあわせてご覧ください。

1 リストストラップをはずす。

2 バッテリーを取り付ける。
充分に充電してあるバッテリーを取り付けてください。

3“メモリースティック”を入れる。
4 デジタルスチルカメラの電源を入れる。

5 デジタルスチルカメラの液晶画面をONにする。

6 デジタルスチルカメラの設定を自動調節［オート］にす
る。
詳しくは、お使いのデジタルスチルカメラの取扱説明書をご覧くださ
い。

マリンパックを使う

撮影する
1 電源スイッチを「ON」にする。

MODEスイッチが正常に動くことを確認してください。

2 MODEスイッチを希望のモードに合わせ、シャッターボ
タンを押す。

液晶画面またはファインダーを見ながら撮影できます。

静止画を撮影するとき…STILL

動画を撮影するとき…MOVIE
動画撮影時、音声を記録することはできません。

くわしくはデジタルスチルカメラに付属の取扱説明書をご覧くださ
い。

さまざまな機能を使う
マリンパックに収納したデジタルスチルカメラDSC-P1のさまざまな機能
を使うことができます。

さまざまな設定をする

ズームする
ズームボタンを押します。
ファインダーで撮影しているとき、画面の一部が欠け（ケラレ）ますが、撮影画像に
は影響ありません。

ご注意
撮影一時停止状態が3分以上続くと自動的に電源が切れます。これはバッテ
リーの消耗を防ぐためです。再度撮影するには、POWERスイッチを
「ON」にしてください。

準備

デジタルスチルカメラを取り付ける
1 デジタルスチルカメラの電源を切る。

2 デジタルスチルカメラのMODEスイッチを「MOVIE」に
する。

3 マリンパックのMODEスイッチを「MOVIE」にする。

4 マリンパックを開ける。

ご注意
付属の黒いゴムの部品はスペーサーです。マリンパックを保管する際
に必要ですので、紛失しないようにご注意ください。

ロックレバーを解除しながら（1）バックルを矢印2、3の方向にはず
し、マリンパックのボディーを開く。

5 マリンパックの準備をする。

1 Oリングにグリスを塗る。
Oリング、溝および本体との接触面の砂やゴミなどをきれいに取り
除き、Oリングに薄く均一にグリスを塗ります。
砂やゴミが付着したままふたを閉めると、本体に傷をつけたり、浸
水の原因となることがあります。

2 フロントガラスにくもり止めリキッドを塗る。
マリンパック前部のガラス面の内側に付属のくもり止めリキッドを
塗布します。

6 マリンパックに取り付ける。

デジタルスチルカメラのレンズや液晶画面が汚れていないことを確認
してください。

7 ボディーを閉じて、バックルを締める。

ボディーをしっかり押さえ、バックルがカチッとロックされるまで締
めます。

ご注意
マリンパックのボディを閉じるとき、Oリングの表面とマリンパックの
溝に、ゴミや砂、毛髪などがついていないことを確かめてください。
上記のような異物を挟み込むと、浸水の原因となることがあります。

ネックストラップについて
ご使用前に付属のネックストラップを取り付けることをおすすめします。

デジタルスチルカメラを取りはずす
1 POWERスイッチを「OFF」にする。

デジタルスチルカメラを出し入れするときは、必ずPOWERス
イッチを「OFF」にしてください。「ON」のままではデジタル
スチルカメラのレンズを傷つけることがあります。

2 マリンパックのMODEスイッチを「MOVIE」にする。

3 ロックレバーを解除し、マリンパックを開ける。

4 デジタルスチルカメラを取り出す。

デジタルスチルカメラを取り出すとき、落とさないようにご注意
ください。

ご注意
マリンパックを開ける時は、マリンパックを水道水または真水であらい、
柔らかい布で水滴をふきとってください。この時、体や毛髪、ウエットス
ーツの袖口などからの水滴がデジタルカメラにかからないようにご注意く
ださい。

コントロールボタンを使って画像を見る
デジタルスチルカメラのコントロールボタンを使って、液晶画面で撮影し
た画像を見ることができます。このとき音声は聞こえません。

1 POWERスイッチを「ON」にする。

2 MODEスイッチを「PLAY」にする。

3 コントロールボタンを操作して再生したい画像を選ぶ。

くわしくはデジタルスチルカメラに付属の取扱説明書をご覧くださ
い。

安全のために
ソニー製品は、安全に充分配慮して設計されています。しかし、まちがっ
た使い方をすると、火災などによる人身事故が起きるおそれがあり危険で
す。事故を防ぐためにつぎのことを必ずお守りください。

• 安全のための注意事項を守る

• 故障したら使わずに、お買い上げ店または
ソニーサービス窓口に修理を依頼する

1 電源を切る

2 お買い上げ店または、ソニーの

サービス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
この取扱説明書では、次のような表示をしています。表示の内容
をよく理解してから本文をお読みください。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災・感電な
どにより死亡や大けがなど人身事故の原因となり
ます。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他
の事故によりけがをしたり周辺の家財に損害を与
えたりすることがあります。

禁止

行為を禁止する記号

注意

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと、

事故により死亡や大けがの原因となります。

潜水中の使用は周囲の状況を把握し、安全に充分
注意を払う

注意を怠ると、潜水事故の原因となります。

万一、マリンパックに水漏れが発生した場合
浮上時の減圧時間を守り、周囲の状況
に注意しながら浮上してください。

下記の注意事項を守らないと、

けがをすることがあります。

衝撃を与えない
ガラス部分が割れて、けがの原因となることが
あります。

警告

注意

注意

b変な音やにおいが
したら、煙が出たら

禁止

注意

W側を押し続けると、
ワイド

徐々に広角（Wide）に
なります。

T側を押し続けると、
テレフォト

徐々に望遠（Telephoto）
になります。

TW

フラッシュを使うマクロ撮影をする

MENU

選択

決定


